
1 .事業細目:セタシジミ増殖技術開発事業 予算額 11， 700千円

2 .研究名:天然漁場におけるセタシジミの成長と歩留りについて 予算区分 国補

3 .研究期間:昭和63年度~平成 4年度 4. 担当者橋本、水谷、沢問、丙森

5 .目的
+ 天然、漁場におけるセタシジミ親只と 1 稚貝の成長と歩留りについて検討し、増殖技術の確なを

はかる。

6 .方法

(1) 昭和63年 6月 7，13日に堅田および松原沖

に、ポールで区画した試験漁場に、セタシジミ

親貝と、 1+稚只を放流し、その歩干寄りと成

長を追跡した。

(2) 親只は、 36cmx 26cm x 8 cmのビニール被膜

製よろずかごに砂を敷き、体型測定した20個

体を収容した。これを各漁場に14カゴ設置し、

7月から各月上旬に 2カゴづっ採集し、歩留

りと体型測定および軟体部の乾燥重量の測定

を行った。

7 結果の概要

(1) 親貝の生残率は松原の方が、やや良好に推

移している。(表一 1)これは、漁場環境

(底質は松原、砂磯質、水深約 4~5m、堅

固、砂泥質、氷深約 2m) によるものか、波

浪による廃タビか明らかでない。また成長につ

いては、堅田と松原で漁場による差はみられ

ない。(表 2 ) 

(2) 親只の乾燥重量を 7月から月ごとに計測し

たところ、両試験漁場に放流された只と、天

然漁場で漁獲される貝とのあいだに乾重 g/

湿:ilgの差はみられなかった。(図 1 ) 

(3) 親只の殻高別成長率は、殻高17.5醐以下で

は 7月から、 17.5mm~20. Omm以下では 8月か

ら、 20.0mm~22.5凹以下では 9 月から高くな

り、殻[白の大きさにより 1ヶ月ずつの差がみ

られた。(表 3 ) 

(4) 両漁場に放流された親貝は、軟体部の外観

から 7月期にはすでに、放精、放卵が行われ

たと判断された。

(5) 殻高22.5凹以上の親貝の生残率が悪く、大

きなサイズの放流只について、今後継続して、

観察する必要があると思料された。

16 

(3) 1十稚貝は、上部直径20cm、下部直怪12.5

cmの金ザルに、 30個、 60個、 90個/カゴ収容

した。これを各漁場に36カゴ設置し、長期間

サンプリング調査できるようにした。第 1回

目の稚只の採集は10月4、14日に行った。

(4) 供試した親只は松原沖で貝曳網で採集され

たものを 5 月 18~19 日に両漁場に放流し 6 月

6、 8日に各漁場に潜水し、徒手採捕した個

体を使用した。 1+稚貝は、当場で飼育した

僧体を使用した。

(6) 稚具は両漁場ともに、波浪の影響で、設置

したカゴが転倒したり、砂が流失したりして、

ほとんど回収できなかった。したがって、漁

場内の稚貝の牛残率、成長率、密度差による

ちがし、等を、検討することはできなかった。

しかし、ド口~~又された稚只の成長をみると、欣

流時の 6 月期に殻長1mm~4mmの個体が、 10月

期には松原漁場で最大殻長9.9剛、最小殻長4.

Omm、ヂ均殻長7.0mmとなり、堅田漁場では、

辰大殻長12.1剛、最小殻長3.5醐、平均殻長7.

7mmとなった。水試内で同期間飼育した稚只

は、最大殻長7.8皿、最小殻長3.5mm、平均殻

長4.4醐で、あるので、大然漁場の土jが、成育

は良好であった。(図 2 ) 



8 .主要成果の具体的数値

表 1 堅田、松原各試験漁場における

親貝の月間生残率

表 2 堅田、松原各試験漁場における親貝の

月ごとの成長率(覧)
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図 1 各漁場における乾重gj湿重gの
月別変化
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表 3 堅田、松原各試験漁場における親貝の

月間成長率(事)

I~ 
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16. 0 17. ~ 20. 0 22. ~ 2~. 0 

E関 2. 0 3. 6 2. 4 1. 8 2. 9 
7 組厩 3. 6 2. 4 2. 2 2. 6 1. 0 

8 
E図 6. 3 6. 4 2. 3 
録原 6. 6 2. 6 1. 8 1. 0 

9 
E関 2 O. 1 3. 9 
組閣 6. 3 4. 8 ーO. 8 

盤鴎 14. 11民 8. 8会
10 紐庫 -0. 6 6. 6 6. 7 3. 4 ・2提

※ :2.，.月分の威畳111 会 :3.，.月分の成111111

9 .今後の問題点
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関 2 セタシジミ 1+稚貝の成育状況

放流貝の追跡ではなく、天然漁場に成育する、セタシジミの体型組成、年令組成等から成長率、

生残率の算出が必要である。

10.次年度の具体的計画

放流後の歩留りの低い原因について、カゴの改良および設置の方法等について検討する。両漁場

での経年的な成長、生残調査を実施する。
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